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神戸市ネットモニターアンケート調査結果 

【調査結果概要】 

本市では、「神戸＝起業しやすいまち」の実現を目指して、スタートアップ支援（起業家

やスタートアップ企業の応援）を行っています。国際都市として発展してきた本市では、こ

れまで米国シリコンバレーの投資ファンドと支援事業を行うなどグローバルな視点でスタ

ートアップ支援を展開してきました。一方で若者を含めて地域に根差しながら新しいビジ

ネスを作り出す起業について、市民の皆さまにとって身近な取り組みを応援していくとい

う思いを込めて「下町スタートアップ」と銘打ち、支援を実施していくことを検討していま

す。そこで、ネットモニターの皆さまから「スタートアップ支援」に関して名称の印象やご

意見をお伺いしました。 

 

「スタートアップ」という言葉について、「聞きなじみがある」、「ある程度聞きなじみが

ある」と回答された方は全体の約 3 割、「あまり聞きなじみがない」、「聞きなじみがない」

と回答された方は全体の約 6 割となっており、日頃、目にしたり、聞いたりすることの少な

い言葉であることが分かりました。一方で 18～20 歳代の方の約 4 割が「聞きなじみがあ

る」、「ある程度聞きなじみがある」と回答されていることから、若年層ほど関わりがあるこ

とが分かりました。 

また「下町スタートアップ」という名称のイメージについては、「よいイメージ」の方が

約 3 割、「悪いイメージ」の方が約 1 割となっており、どちらでもない方を除くと、「よい

イメージ」の印象を持たれている方が多い傾向にありました。 

自由記述設問では、多くの方から若い起業家を支援する取り組みについて肯定的なご意

見をいただきました。また「広報や PR に力を入れるべき」とのご意見を多数いただきまし

た。今後、国内外・市内外を問わず「神戸＝起業しやすいまち」が幅広く認識されるように

広報を充実するとともに、若者等の起業を志す方にとって、魅力的な環境づくりを検討して

まいります。 

  

テーマ 神戸市のスタートアップ支援について 

調査期間 令和 4年 5月 20 日（金曜）～5月 26 日（木曜） 

設問数 全 3問（分岐設問除く） 

対象モニター数 5,818 名 

回答モニター数 3,492 名（60.0%） 
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問１ 「スタートアップ」という言葉は、聞きなじみがありますか。 

 

 

問２ 「下町スタートアップ」という名称を聞いて、どのようなイメージを抱きますか。 

 

 

 

 

1．聞きなじみがあ

る

10.6%

2．ある程度聞き

なじみがある

22.5%

3．あまり聞きなじ
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25.8%
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5．わからない

4.2%

N=3492

1.よいイメージであ
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N=3492
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問３ 本市のスタートアップ支援について、ご意見、ご感想があればご記入ください。 

 

・起業を色々な面でサポートする取り組みは素晴らしいと思います。空き店舗などのハード

面でのサポートで街が活気づいたらいいと思います。 

・若い人達が新しい事業を起業することは、街に活気を呼び込んでくれると思うので未来の

明るい街づくりにも助けになると思います。 

・神戸が起業のまちと呼ばれるようになれば、神戸の人気もアップすることでシビックプラ

イドの醸成にもつながるので、非常に良いと思う。 

・下町の活性化が、進むと人が集まりいろいろな活動が始まるので、神戸がますます発展し、

良い街につながると思う。 

・新しい風が入ってくることは昔ながらの港町の雰囲気に合っていて、いいと思う。 

・リモートワークが主流になりつつある中、根ざす地域を広める必要性が有ると思う。 

・小中学生の辺りから、スタートアップ制度を含めた企業などのビジネス教育が必要ではな

いかと感じる。 

・高校生の時からスタートアップ支援があるとわかれば何学部でどんなスキルを身につけ

ればいいのかハッキリしてくると思うので高校生にもこう言う支援があることを知らせ

てもらいたいです。 

・市税を投入するなら何でも受け入れていいわけは無く、市民にどれだけ貢献し得るのか、

広く次世代に有益なものかを、多方面からの若い世代を半数以上入れた審査でよく吟味

して欲しい。 

・本当に神戸市の発展に寄与するスタートアップを見極めて欲しい。 

・資金拠出よりも低廉な価格でのラボ提供等、環境整備の方が重要だと思う。 

・法律、経理、管理、営業等の支援やサポートが、有れば安心して取り組めると思います。 

・全体的に敷居が高く感じる。「何かしたいけど、何をしたらいいんだろう」くらいの人を

取りこぼさないような機会があるといいと思う。 

・スタートアップ支援事業をしていることをより積極的に知らせるべきだと思う。 

・この支援で、どのような起業家が生まれたのか、成功しているのか、それに興味がありま

す。 

・下町という名称が神戸らしくない、起業を支援するという取り組みはいいと思う 等 

 

  全 1,152 件のご意見をいただきました。ありがとうございました。 
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【性別】 【年代】 

  

【区】 【職業】 

  

 

男性

34.1%

女性

65.9%

N=3492 １８～２０

歳代

3.5% ３０歳代

17.5%

４０歳代

29.0%５０歳代

23.6%

６０歳代

16.4%

７０歳代

以上

10.1%

N=3492

東灘区

15.5%

灘区

10.4%

中央区

10.4%

兵庫区

6.2%北区

13.1%

長田区

4.8%

須磨区

11.7%

垂水区

14.8%

西区

13.2%

N=3492

フルタイ

ム

35.0%

アルバイ

ト・パート

（契約・派

遣含む）

20.7%

自営業・

自由業

5.2%

家事専業

22.6%

学生

1.5%

無職

12.0%

その他

3.0%

N=3492


